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Abstract : The aims of this study are to categorize infant voices, and to identify the acoustic characteristics
of“song-like voices”associated with the different voice categories. First we categorize three-tone voices of
four infants from aged 8 months to 27 months by rhythm in order to understand the types of voices. Then,
using 88 cases of voices classified into the category of“three tones with relatively equal length,”we carry out
a 6-level impression evaluation test to determine whether each case would be perceived as“singing”or not.
The results indicate that the voices perceived as singing have longer durations than the other voices.
抄録：本研究の目的は，乳幼児の音声の分類をおこない，分類の中での「歌っているような音声」の
音響的特徴を抽出することにある。我々は，まず乳幼児の音声にはどのような種類の音声があるの












































ベース1）の 4児（sk, mk, sa, ma）の音声ファイルを音
声資料として用いた。このデータベースは，発話間の

































月齢 8 12 17 20 24 25 27
sk 136 1727 351 718 856 284 628
mk 276 363 227 473 549 422
sa 507 231 388 503 461 612 655
ma 280 540 614 645 1111 992 632
表 2 3音の音声データ数
月齢 8 12 17 20 24 25 27
sk 9 102 35 120 85 30 59
mk 22 38 23 39 70 48
sa 61 24 18 61 70 65 87
ma 33 33 58 62 126 169 61
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い音声②の方は，リズム的まとまりのある 3音 R と
リズム的要素がほとんど知覚されない 3音 O に分け
た。
4児の 8ヶ月，12ヶ月，17ヶ月，20ヶ月，24ヶ月















































図 1 3音音声の中の［R］（△を含む）と R と O の割合の
変化




月齢 8 12 17 20 24
長 長 長 40％ 34％ 55％ 70％ 80％
短 長 長 8％ 3％ 2％ 2％ 2％
長 短 長 0％ 0％ 1％ 3％ 1％
長 長 短 27％ 21％ 11％ 7％ 10％
短 短 長 8％ 5％ 3％ 3％ 2％
長 短 短 2％ 3％ 3％ 0％ 1％
短 長 短 4％ 6％ 9％ 4％ 2％









3. 4．等時でない 3音音声 R の延音
聴取によるデータベースの分類を進める中で，表 3


















第 1音と第 3音が延びる例と，第 2音と第 3音が延び
る例も若干みられた。
そこで，さらに延音位置の傾向を探るために，参考




















図 3 等時ではない 3音音声 R の延音の例
図 4 4児の 25ヶ月齢，および 27ヶ月齢時の「等時ではな
い 3音音声（R）」にみられた延音位置
（※横軸は，「前」＝第 1音が延びる，「中」＝第 2音が延び
る，「後」＝第 3音が延びる，「前後」＝第 1音と第 3音が延
びる，「中後」＝第 2音と第 3音が延びる，を表している。）











































































表 5 うた度聴取テスト上位 10位
上位 書きおこし 1音目 変化 2音目 変化 3音目
1 ヘーヤーアー 中 ― 中 ／ 高
2 ギャッタッタ 中 ＼ 低 ／ 高
3 コンコンコン 高 ＼ 中 ＼ 低
4 カーカーカー 中 ＼ 低 ／ 高
5 アーミッチェ 高 ＼ 中 ＼ 低
6 シーシーオー 中 ＼ 低 ／ 高
7 エイヤイヤイ 中 ― 中 ― 中
8 シーシーオー 中 ＼ 低 ／ 高
9 ウイーヨーウー 中 ― 中 ／ 高


















表 6 うた度聴取テスト下位 10位（網掛けをつけた音声
は短い 3音音声△）
下位 書きおこし 1音目 変化 2音目 変化 3音目
1 オリタ 中 ／ 高 ＼ 低
2 イキャグ 高 ＼ 中 ＼ 低
3 アアータ 低 ／ 高 ＼ 中
4 ゴリタ 中 ― 中 ＼ 低
5 ウガユ 中 ― 中 ― 中
6 アハシ 中 ／ 高 ― 高
7 アッアッア 中 ／ 高 ― 高
8 アルジャイヨー 低 ／ 中 ― 中
9 コゲタ 中 ＼ 低 ― 低
10 オーンーオー 高 ＼ 中 ＼ 低






甲南女子大学研究紀要第 49号 人間科学編（2013年 3月）４６
さらに，印象評価の上位と下位では音声長が全く異
なっていた（図 6参照）。上位 10位の持続時間の平均








は△の音声が 6件あり（表 5の網掛けにしている 1,















































































数 16ビット，量子化周波数 16 kHz，モノラルの wav 形
式である。
３）分析ソフトは「SUGI Speech Analyzer 2000 杉藤美代
子」を用いた。
４）分析ソフトはフリーソフト praat を用いた。
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